沖縄県土木建築部と沖建協との意見交換会について(報告)

さて、沖建協では去る6月1日(金)に県土木建築部との意見交換会を開催いたしました。

これまで、業界の懸案事項でありました「現場協議等の問題」、「条件明示」、「設計変更」について以下のとおり意見交換を行いました。

１．現場協議等に関する迅速化(以下、ワンデイレスポンス)について

ワンデイレスポンスとは、監督職員個々において実施していた「現場を待たせない」「速やかに回答する」という対応をより組織的、システム的なものとし、工事現場において発生する諸問題に対し迅速な対応を実現するものです。
　　発注者と受注者が協力し安全と品質を確保したうえで、適切な工程管理をおこない速やかに工事を完成させ、早期に供用開始をおこなうことができる。
受注者は現場が止まらない。また回答期限を予告されることで、次の段取りが図れ、生産性の向上につながり互いにメリットが発生するものです。
ワンデイレスポンスにより、現場代理人は、これまでの工期ありきでバファー(余裕)を無くすのではなく、現場で発生し得る諸問題を事前に想定し、工期短縮に向けた技術提案や工程管理が重要となり、現場代理人の対応と経営者感覚が問われることになります。

県土木建築部においては、現場で発生し得る問題点についてワンデイレスポンス「即日対応」を本年度試行することになりました。

参考までに、沖縄タイムスHPの記事を添付いたします。

２．設計図書の条件明示について

条件明示は、「工程関係」や「用地関係」等の処理の見込み期間を明確に示すとし、さらに県では総合評価方式の導入に伴い発注側の「条件明示」は必須となることから、適切な対応をするとしております。

３．設計変更について

設計変更が必要と認められるものには適切に契約をもってあたる。

また、サービス工事を無くすよう土建部長より各土木事務所長へ指示されました。

《お願い》

　協会事務局では、今後も県と意見交換会を開催し、現場で発生する諸問題を解決することで、会員企業において建設生産性の向上が図れるものと考えております。

　つきましては、現場で生じる問題等の情報収集を行っておりますので、下記まで報告頂きますようお願い致します。

会員専用メールアドレス；member@okikenkyo.or.jp
